
議
員
提
出
第
三
十
二
号
議
案

安
心
な
社
会
保
障
と
強
い
地
域
経
済
を
構
築
す
る
た
め
の
地
方
財
政
措
置
を
求
め
る
意
見
書

政
府
は
、
世
界
に
誇
る
我
が
国
の
社
会
保
障
の
充
実
・
安
定
化
と
そ
の
た
め
の
安
定
財
源
の
確
保
、
及
び

財
政
健
全
化
の
同
時
達
成
を
目
指
し
、
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
を
進
め
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今

般
、
世
界
経
済
が
直
面
す
る
リ
ス
ク
を
関
係
諸
国
が
一
体
と
な
っ
て
回
避
す
る
た
め
、
医
療
や
介
護
な
ど
を

支
え
る
消
費
税
率
の
十
％
へ
の
引
上
げ
が
、
平
成
三
十
一
年
十
月
ま
で
再
延
期
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

他
方
で
、
二
〇
一
二
年
に
は
約
千
五
百
万
人
だ
っ
た
七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
数
は
、
二
○
一
五
年
に
は

約
千
七
百
万
人
、
そ
し
て
二
〇
二
五
年
に
は
約
二
千
二
百
万
人
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
に

急
激
に
進
行
す
る
高
齢
化
へ
の
対
策
は
確
実
に
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
は
、
本
格
的

な
人
口
減
少
の
時
代
に
突
入
し
、
二
○
一
五
年
の
人
口
減
少
幅
が
約
二
十
七
万
人
と
過
去
最
大
と
な
り
、
ま

さ
に
、
高
齢
化
対
策
も
少
子
化
対
策
も
待
っ
た
な
し
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
支
え
る
安
定
財
源
を
確
保
す
る
た
め
の
日
本
経
済
の
底
上
げ
も
正
念
場
で
あ

り
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
雇
用
の
約
七
割
を
占
め
る
「
地
域
経
済
圏
」
の
活
性
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
今
こ
そ
、
地

域
資
源
や
地
域
の
特
色
に
着
目
し
た
、
農
林
水
産
業
の
六
次
産
業
化
や
、
魅
力
あ
る
観
光
産
業
の
開
発
な
ど
、

産
・
学
・
金
・
官
の
連
携
に
よ
る
地
域
産
業
の
創
造
と
、
地
方
へ
の
移
住
促
進
や
小
さ
な
拠
点
、
生
涯
活
躍

の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活
気
あ
る
地
域
づ
く
り
を
本
格
的
に
推
進
す
べ
き
時
で
あ
る
と
考

え
る
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
等
し
く
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
安
心
な
社
会
保
障
と
強
い
地
域
経
済
を
構
築
す
る
た
め
の
地
方
財
政
措
置
を
適
切
に
講
じ
ら

れ
る
こ
と
を
強
く
求
め
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
要
望
す
る
。

一

消
費
税
率
の
引
上
げ
延
期
に
よ
る
地
方
に
お
け
る
社
会
保
障
の
充
実
施
策
の
実
施
に
、
支
障
が
生
じ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
所
要
の
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
。
特
に
、
要
望
の
強
い
保
育
の
受
け
皿
整
備
に
係
る

財
源
に
つ
い
て
は
、
地
方
負
担
分
も
含
め
て
国
の
責
任
に
お
い
て
適
切
に
財
源
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

二

人
材
確
保
が
喫
緊
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
保
育
士
・
介
護
職
員
等
の
処
遇
改
善
な
ど
「
一
億
総
活
躍
プ

ラ
ン
」
関
連
施
策
の
実
施
に
つ
い
て
も
、
地
方
負
担
分
も
含
め
て
国
の
責
任
に
お
い
て
適
切
に
財
源
措
置

を
講
じ
る
こ
と
。

三

人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
と
い
う
中
長
期
的
な
課
題
に
取
り
組
む
地
方
自
治
体
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
て
自
主
性
・
主
体
性
を
発
揮
し
、
地
方
創
生
を
推
進
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
一
兆
円

の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業
費
」
を
中
期
的
に
継
続
す
る
こ
と
。
ま
た
、
地
方
創
生
推
進
交
付

金
に
つ
い
て
も
、
安
定
的
か
つ
継
続
的
に
所
要
の
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
。

四

地
方
自
治
体
が
提
供
す
る
社
会
保
障
の
充
実
策
を
は
じ
め
、
福
祉
、
学
校
教
育
、
消
防
、
道
路
や
河
川

等
の
社
会
基
盤
の
整
備
な
ど
、
国
民
生
活
に
密
接
に
関
連
す
る
多
く
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
確
実
に
実
施
す

る
た
め
に
は
、
地
方
一
般
財
源
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
り
、
特
に
地
方
交
付
税
総
額
に
つ
い
て
は
確
実
に

確
保
す
る
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
八
年
十
二
月
五
日

大
分
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会
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長
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